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 Sumio Kanematsu, Natsumi Tamamoto＊ and Yoshinori Shirae＊
AnH2O2generationpathwayforascorbicacid（Asc）oxidation inthepresenceofsensitized
riboflavin（Rib）was investigated by analyzing the stoichiometric relation betweenH2O2,Asc
and O2. When 1.25 or 12.5 µM Rib was present, the O2 uptake rate of Asc photooxidation
increasedlinearlywithincreasinglightintensity.ThemolarratiooftheamountofO2uptaketo




To determine the contribution ofType I andType II reactions inAsc photooxidation, the
effectofSODand1O2quencherontheO2uptakeratewasinvestigated.Theresultsshowedthe
occurrenceofnotonlyTypeIIbutalsoTypeIreactions.WhenAscwasoxidizedcompletelyin



















































































































































































し，30,000 lx では全 O2 吸収量の約40％が光非





































的に増加した（図 4 C）。全O2 吸収量に対する
光非依存性O2 吸収量の割合は，光強度ととも
に増加し，30,000 lx で全 O2 吸収量の約70％が
光非依存性のO2 吸収であった（図 4 D）。一方，
全O2 吸収量に対する生成したH2O2 の割合は，
光強度に比例して増加し，その後，60％と一定
になった（図 4 D）。この時，全O2 吸収量の半
分以上が光非依存性O2 吸収量であることから，







図 3 　Rib存在下でのAsc光酸化におけるH2O2 生成およびO2 吸収に対する光強度の影響
反応混液は図 1 と同様。（A）O2 吸収速度の光強度依存性。［Rib］＝1.25 µM,［Asc］＝0.5 mM　（B）H2O2 生成量/
全O2 吸収量のモル比，および光非依存性酸素吸収量/全O2 吸収量のモル比の光強度依存性。RibとAscの濃度は（A）































に100 nmolAsc を用いた結果を表 2 に示す。
12.5 µMRib存在下，20分間の15,000 lx光照射
で，約200 nmol の H2O2 生成が認められれた。
図 4 　RB存在下でのAsc光酸化におけるH2O2 生成およびO2 吸収に対する光強度の影響
反応混液は図 1 と同様。（A）O2 吸収速度の光強度依存性。［RB］＝0.125 µM,［Asc］＝0.5 mM　（B）H2O2 生成量/
全O2 吸収量のモル比，および光非依存性O2 吸収量/全O2 吸収量のモル比の光強度依存性。RibとAscの濃度は（A）












1 : 1 の化学量論比でH2O2 を生成することが報
告されている 7 ）。図 1 において，光依存性O2
吸収量と生成したH2O2 量との間には 1 : 1 の化
学量論関係が認められ，報告された結果と一致
した。一方，光照射後も光非依存性O2 吸収が
認められた（図 1 ）。全 O2 吸収量と H2O2 生成









図 5 　Asc光酸化のO2 吸収速度に対する
1O2 消光剤の
影響




表 2 　Ascと光酸化で生じたH2O2 の化学量論関係
共立女子短期大学生活科学科紀要　第61号　（2018）
─22─
（図 5 A）。しかしながら，1O2 の消光剤として
知られているDABCOはO2 吸収を阻害しなか
った。そこで，Ascの代わりにTEMEDを反応


























として，1O2 と Asc の反応が
1O2 と TEMED の
反応より速く，N3
－に比較して分子サイズの大









































す。Type 1 反応では式 3 が

























＝ 1 であり，TypeIIでもH2O2/O2＝ 1 ，H2O2/
Asc＝ 1 であった。
一方，我々が得た値はH2O2/O2＝0.5（図 3 ，









分子の 1O2 が 1 分子のAscから連続して 4 電子
を引き抜くことで 2 分子のH2O2 が生成すると
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